
1日に原料1000kgをCH4に変換した場合の
CH4生成速度GCH4=3x105cc/min
今後のエネルギー効率向上により、達成可能
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細長いプラズマの生成
などにより材料ガス分
子のプラズマ滞在時間
を延ばすことで収率向
上が見込める。

【成 果① Ni/Zeoliteナ ノ 粒 子
とプラズマの相互作用による
CH4変換機構解明】
•従来の触媒法では実現出来

な い、室 温 でCO2変 換 率
90％達成（上図）。

•CO2メタン化プロセスの理
論的検討に必須の電子衝突
解離定数を初めて決定した。

【成果②実用的に意味がある高ス
ループット、高変換効率の実現】
•火星大気圧条件下において、

プラズマと触媒の併用による
CH4 収率 19%達成（上図）。
•触媒劣化なしに長時間運転の

可能性を示すとともに・高ス
ループット高変換効率の実現
可能性を示した。

【成果③火星におけるCO2資源化プ
ラントの概念検討】
•1日に1000kgの原料を変換する

ために必要なプラズマ体積は
10m3であることを理論計算より
明らかにした（上図）。

プラズマ・触媒ナノ粒子複合反応場によるCO2資源化技術の開発
機関名：

プロジェクト概要

2016年4月～ 2017年3月

【目的】 【成果】

　火星に存在するCO2とH2OからCH4への自立型エネ
ルギー固定化実現を最終目標とする本研究は、その中
核技術となる火星大気中の二酸化炭素と水素によるメ
タン生成について、地上実験による製造プロセスの原
理検証を研究目的とする。

①Ni/Zeoliteナノ粒子とプラズマの相互作用による
CH4変換機構解明：プラズマパラメータやナノ粒子
物性に対するCO2分解からCH4への分解反応プロセ
スを定量的に明らかにした。

②実用的に意味がある高スループット、高変換効率の
実現：プラズマと触媒の併用によるCH4の収率向上
を実現。

③火星におけるCO2資源化プラントの概念検討：CO2

資源化プラントに必要なシステム要求を明確化し、
CO2資源化プラントの概念検討を行った。
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図　振動試験中の水分計 

第２回RFP　地産・地消型探査技術／課題解決型

ガス中微量水分計の小型・軽量・ロバスト化技術の研究
機関名：

プロジェクト概要

2016年12月～ 2019年3月

【目的】 【成果】

　月や火星探査で水を現地調達し利用可能とする事が
考えられており、月探査上で水氷を含む揮発性物質の
分布や濃度を知ることが最優先項目とされている。そ
のため、その要求を満たすセンサが求められている。
地上用途ではppbレベル迄の微量ガス測定の要求があ
り、半導体／有機半導体などの先端プロセス現場では
このような微量水分領域での小型センサが必要とされ
ている。
　本研究では、上記のような様々な分野で必要とされて
いる、小型軽量（重量3kg、サイズ200mm×200mm 
×200mm程度）で高感度・高精度、かつロバスト性
を有するガスセンサーの実現を目指す。

　重 量2.7kg, サ イ ズ100mm×100mm×260mmの
小型軽量な水分計を実現した。体積比は目標の33%ま
で削減できた。世界最小の小型を実現しながら、最高
検出感度0.8ppbから20ppmの幅広い測定レンジを実
現した。懸念だったロバスト性についても、固定軸を
工夫することで振動試験をクリアし、半導体製造ライ
ン・リチウムイオン電池生産ライン・ガス精製プラン
トなどの高感度でリアルタイム水分計が必要とされる
市場への投入を念頭に、製品化の目処がたった。月や
小惑星などの水や水同位体計測などの観測装置にも応
用が期待される。
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